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.1 竭かぶ 


燃巧は必ず廣圈のな巧 
を娟 L ’ でくだをい。 











































1 .特にを意しでいただきたいこと、ままのため13ずお守りくださし、 




、りがおん晒惠および製湿への表示では、製品を安をに正しくわ使し‘‘’ホ/.— , i .'. : 

/., Y ; 他の人クへの危藝や財産への續害をホ然に防让するためじ、いろ；レ'.. ' ぶ卜';> 
しでいます。その表示と意巧は;欠のよラになっでいまず。巧容をよ<巧を1-, r か':..、 
なをお扇み < ださい。 

このを巧をおおしで、誤った載り扱いをずると、人び死じまたはまィ‘をドい 
ム iA IB PM 盾巧び塞し這って生じることが獲定される巧容を巧しでいまず。 

A & SlM - この表示を無巧しで、誤った歌りあいをずると、、が死じまたは》培;を S 3 う 
/♦\ S C3 可能化か想をまれる的客を巧しでいまず。 

A こめ聚をを無視しで、誤った取り扱いをすると、人び傷靈ぞ爵う巧縦性び想 

/ゴ：定される巧客および物的擾塞のみの凳生が想定されるI巧客ををレでい家ず。: 



'么說登はを意を経ず灼容びあるなとを蜜げるあのです。： 

齒の中に賣邱:のな;ま恵の容{な図ゆ爆留は一般的な注癒)が猫かねでい 

■4 一 ■•心如 ■ 胃.. ■ 

麥ず 占'' ’ 

&記号は藥圧の巧疆であるごとを造げるをのでず。'.."'''ち 

國の审や掛留こ賣かのな禁比两密(宽國の場愈は刀ソなン禁比)び描か 

れでいまず。 

磯記瑶は好為を強翻したり撥巧ずるの密を盛げるをのでず， 

齒のかに凝な;脚な指示の容(を図の磯留は讓源ブラヴ稱コンたントか 
ら搬いで < だるがが巧かれでいまず。 


A 危険 


雜ガソリン厳禁 

刃ソリンなど澤発牲の离い巧は、絶规こ德巧しないでくだをし、。 
が巧の原困じなりまず。 



A 整 j 

/ * A iSI I 


r スプレ--街厳禁 

おを剖などのスプレー宙をス h —ブの上や前に啟 
るしないでください。 

シ U — ス;7レ^吿の狂力が上びり爆凳し、ち険です。 





'■"'，-'''' '...，.か' 










、 谭纖物お縷禁止 

力--•テ:ノや燃えやずいをのの夸ば、揉こりの多い驚 
所'などでは使用しないでください。 

义おび発ぶす■るおそれがありまず。^ 



’1资氣お要 

換飘かすに徳巧しつブけないす《おき 

酸聚ぴ不足ずると、不完を燃焼し、…酸化炭素など 

が発をしで中護(こなるおそれがあります。 

使用かは必’す1時間に1〜2回 （1 〜2巧）換気し 
で、新鮮な空気を補給しで<ださい。 

窓の凍結、巧下蜜など換気か’十分に巧元ない場所で 
は、概熙むないでください。 



參波類の乾燥厳禁 

ホ類なおの齡燥には使厢しないでくだ杳い。 

巧類び潑でしで义びつ薄、义巧の原因になり衆ず。 

•を類むどを乾燥した摄舍、おがにぶつでは毎あせ 


むみ0ホす. 




參獲をとを消义 

糧るとをやか出するときは、必すミ肖义しでください。 
ず想しなしV摩 S 交び発をずるおそれびあります。 

お部麗を離れるときや、人目の雇かないところでは、 
必す‘消义しでくだすい。 

賴給迎畴消义 

給'庙は、必弓‘消义しでから行つでください。 

乂おのおそれがあります。 

こぼれた巧油は、よくふきとつでください。 

給ミ由 n ふたは確実に鐘をでください。 



’3'’ ：啤进ガス使用厳禁 

ン . !-、ーブを使用しでいる識量で、巧懲牲ガスび発をずるをの（ベン 
シンナ-•、刀Vリン)、スプレーなどを使馬しないでくだをい。 
巧礙巧原因じなりまず6 



















爪警 i 


. 讓 it 

やかん夕 3 なべなどをのせないでください。 

繼動や接触によつでやかんやなべなどの熱湯がこぼれ、やけどの 
おそれびあります。またなベの煮こ唐れに::よつで器眞內部の部馬 
び擢傷するおそれがあります。 


0 


ih ま爲 


雜廣室内給油禁止 

給油は、必す义の気のないところで巧つでください。 
义巧のおそれびあります。 


•燃焼中移動禁止 

义のついた索ま持ち運ばないでください。 
やけどのおをれびありまず。 

寡た、輸倒すると义巧の原因になります。 


货驟常膊使用禁止 

におい、すずめ発生、おの度など異溝を感じたと费 
は、絕活しないでくだぞい。 

驟常燃焼のおそれびあります。 




雜驟こりの除去 

燃焼空気取入□のエアーフイルターとエア—フイル 
夕--巧側のスポンジは、週1回な上必す掃除しでく 
ださい。ごみ、ほこりなどでエアーフイルターとエ 
ア'…ツイルター巧側のスポンジな’つまると、寶常燃 
焼のおそれがあ0ます。 




Q 

0 


0 




雜离纖部撥麵禁 It 

錢烤中や消义鹽後は、畐温部（図の康を部分）に串 
む.’るれないようにを憲しでください。 

り！1、ぃし/)〇りそれびあります。 

るごを!をでは、巧にゴ:吾 L,' でください。 




















遲 • 改遣の禁止 

巧 P 摩、破損したら、使诏しないでぐださい。 
不完をな修理や改造は、危険でず。 

お屬いずめの販売店に修理を依療しでください, 


'''保管時にしていただくこと 

援期間使巧しないとぎ又は保管ずるとぎは、蹈すな'油を抜いでく 
ださい。 

傾けたり、横倒しのが態では f 呆管しないでぐださい。 

义災のおそれびあります。 


•爾源コ""'"ドを傷めない 
靈源コドに無理な力を如えた0、物をのせたりし 
ないでくだをい。また、糧源プラグを巧くと费は、 

::巧-' ドを擬つで弓 I 费抜かないでください。 

义巧や磯濯の願因になりまず。 


•飄源プ5グは確案に遷 し込む 
藥源プ當グはコンたントに根元まで歷実に義し込んでくだぞい。 
また、儀んだプラグやゆるんだコン它ントは傻巧しないでくだ巧い 
乂巧の原困になります。 


:展期間使用しないときは麗源プラグを抜く 

接期關使巧しないときは、霸續プラグを廣いでください。 
义災やず顔しない擊故の原因になります。 


薄’’バブっク巧懸 手入れを 

と' さどをほ電源ブ ラグを錫き、揉ごり及びを震物を際去し でくだ 

し、:い 

B ご〇が fc 蒙る と 湿気などで繪緣不浸になり、..义烫の原 園に な 








1. 锋む轉しでがこたきたいこと.おぶために鮮あ刑ください 





遊謹意 


巧がでは瘦用しない 

乂ジクホ規しない事療の原园になります。 

■ 1こ平 C ない場所、不麦をな場康 

‘‘風のみたる場所、韻霞の出 AD が:::: 

-' ，‘卜, 1 レビースなどスト…フカ 《 菌ねれる場所 

をはこりや湿気のをい湯所 
•不を定な物を乗せた棚などの下 
* 却燃性ガスのをまする場所又はたまる湯所 
*鹽射日光の当たる場巧、邁度の畐い場所 
»媪鹽、觸磨蜜など人のいない湯巧 
* 樓鹽が 1 Q 00 m を越まるよラな®地 

* 理.嚷潑證、クリ■•■"ニング运などスプレ™や化耸薬馬を傑う爆巧 


を 可燃物との駆 離を離ず 
燃えやすし\物や躍磐物とは-必ずち図に巧す 
惟離愁取って験-麗しでくだをい。 • • 

特に力'…ザ'ンなどび ストーブにぶれないよう 
にしでくだ逆し、.。 

义がの発ぶ ずる おをれ があります。 

♦璧《がピ泌ヴけず费ずずと> 本が 拘部が凌窜#’ 
受をお霞げ巧:動することび あ0まず • 



，ド >•< み'みみ ソ 


雜正常燃焼の確認 

圧常に燃縣しでいることを確かめでください。 
(17ぺ--ジ參照） 

• かみ.ゎ虽ぶ空鼓が g 度が巧くなる岳が{保苗80り:'-を技え 
巧に职5ヴ風密でを.て 

I す解し、求の幼赋邮坤披くだ域， I ...'. . 'み' 

嗦フロンガス-枝毛顯化粧料を憲 
理'藥密院や化等エ擾、クリーニング屋などスブレ 
-- や化学薬品（フ□ン巧スや糧素巧'寇翔）を瘦ラ揚 
巧での掩巧は避けでください。 

つ□ン巧 ス谷とがをにふれると育囊ガスを発生します。 

，' I —]>窮巧-ち巧化1圧料なだの驗灑により、不党を燃焼や 
ぶが巧乂參'だの顧鹽にな弓素を ' ' : 

















2 •巧栗的に傻用す參た緣に 


主みりじまし‘.部屋 （ 8靈なで);;で使唐じないでくだ 


異常燃焼や®曠の原因にな巧ます。 


•麗物譲し&み禁止 

ス I --- ブのの部(こは、紙 'ををスラ巧;チックなどの巽物耀入れな 
いでください。 

発煙-発义のおそれがありまず。 


參使用場所のを敷 

® fi 綱処理の施しでいない機總やが料び麵がである 
爆巧やメッ•中' 靈鑛、電晋挪攝、化等、繊維闕係 
エ磯でのご使 ffl は避はでくださ.し).。.. 

鏡 や変色を促進するごとびあります。 

® 满撥作鑛や研應作藥などが巧の爾散ずる爆巧では 
搬巧しないでくだ进い。スト…フ'の樹脂部品など 
(こ飛义し、故曠や义災の原因になります。 


次稻 


»因常のおを入れ時のミま憲 


• ご®ス h -- ：：ブは、なるべくき醒の巧巧に据え村■けでください。 
緩養;の循 S び i く巧われで効累的です。 


の 
















独靈計•繪滿□ふた(畿側) 


操禪 S . 燕承部(又イ、ジ子：！:::ツト) 


燃鱗瓣霖入〇 


霜源コード 


GH-B170N 



































操作部•聚飛® (スイッチユニッ hO 


X アーフイルタ w . 


燃焼藻氣瓣入0 


潑纖 □ 


コン h 口™ん . n ニツ 


ケース. 


總タンク 


タン/ X - … 


鄰酱計•給雜□ふた(獲測) 


プ劈舞 
f なッ h 

バ™—ず 


… 'IN 



































, 酸定經度/义 カミンプ 

デジタ化き示部に證ま溫慶.設定义力が表をされる 
設定温度設迭义力の変更哥能 


タイマ…お考時商夕^:7 — —— 

ザジタル茨示部にタイマ…設を時閣び表示ちれる 


タイマ…通おタンブ(緑) 

タイマ—運'お中.1將'.閣麗睹中 


1瞬圆邏範終3により固'動消化 • 


ルームサ-*:モ運疆ラシプ 


おミ®';'.換気サイン J レ — i 度—モ運 i 


r 衡氮サインランプ（航 

煤の'（い…)） 

お部鹽の空気の驟溝によ〇呂動消义 

が滅 

邏赔1瞬鬧ごとに2が閣な滅し、換気のタイ苦ン 
グをお知6せします。 


























安イ…證定裏示 



画室の適度表示 
居0で〜35'でを襄お^ 

(倒）鬻巧の臺溫1:8で 
/審温が0で據でのときでを 、I 
\ 0でを表示しまず。 ， 


隱驗を温度表示 
(12 で〜30でを裹示) 
(例）設定温廣20で 


■設を义た表示 
(H I 〜 W3 を表示 ) 
(イ刻..)..;毅鱗乃 h'S 


〇屬闲ぶ慶 
禪搬〇ぷ潜尸おな 
9夕ずマ…- 


宙タイマ….設を瞬閣表示（残り瞬間) 
(0 分〜2诗瞬麟- 30お離撒'•&號示） 
(例.〉5瞬閣30が後に運疆關始 


’0盤拘源膜 
殺患. .0 漏/側 

0タイマ— 


P £ Cj 髮示 

棘體茵醫消火装靈巧作勤 
誇度、点义攘がをしでください。 


«その他の f 表示：遗中を义.續义不段-電窥翻路-鄭攝の故曠 
(数ををメモしでお賛いがをの飯売庭じごホ目談くだ證い。） 


点滅 

逐巧ランプ 谢； 

學熱中自爭戳完3棲良觀1海ぶ） ; 

点疑.__ 

, 纖禱串 J 



















雜圆こんし、タンボ---也箱からストーブを取 
1〇しバツ斗-ン巧を取りおいてくだミい。 




® 置台の取な 

霞資巧鸾 imj 正面 J とス I -- - — V ' みり',—' 
わせ、ストーフの脚を麗台の打し式‘ I . 
ださい。 



♦上面板ガ…ドの取り巧け 
上面板の 4' つの巧に上画板方ードの恶卷•乂 
れで くださし、。 




燃料は潑 T 巧 J 油 （ JIS 1 浸好油）を使用しでください 


,、、也想険み'ソリン' シンナ…などの據発性の養 
か’1，ぶ•巧に话用しないでください。 

わ•、哥有じなりホす。 


な油とガソリンの見かけかた 


指先に燃料をつけ，慰をみをい！ r ::' i . 

(みの気のない巧でわ V ごく!一〇 ’ 


罐なリ幻;由、不賊が油、适れた紙里.、水の還じつで 
- 5 ' <1> c ■.は，跑巧に使巧しないでください。 

鑛りが： U' , る雨水-ごみ-冨温及び直窮 B 巧 
>が； i け這,ホにが皆しでく.ださい。 



打进 B 
めれたまま 














麗麵闇呂光に叢た 
寮兩帝議農の轟い 
所 I こ讓®した爵魏 


水-ごみや网油が 
别の迪が様んのね 
すかでを混入した: 

fim 


•權廳に変顏したおのは、體毎ががかったり、すっぱい裏いがし棄す。 

馨必~弓"'な迎箱のがリ與ンク帮お懐いください。 

•阿漸法〜ン •-〜 又ン中に使い题り隶しよう。 

透麗翌萄丽画 ill 霉二） 

@口總斟剛 g に带より離皆が、.鱗焼不靡燕おごした巧.、ぶ.卜~".：7の操儀燕爾城、.薦顏挑)誦驟.师帮り 
魚が於.ご狱が遮ミ肅經路に蔬れ a*、 燃焼.不歸や震火不廳の朦 S!C® 0談黨 

r 巧-変 鹽なミ国や不總打逆を使用したとさは … ) 

雜油タンク巧の巧猫を抜を、密れいなな泌で2〜3回洗っでか6使巧しでくだぞい。 

(懸レな碰び殘っでいると泻舜します。） 

雜懸しVな油を巧密-取って电朔粟のないときは、お質い巧めの販売店交は、：！因ホ破鹽徹ごす目験癒己 
にご:相駿くだ逆い。 

: aPB •変磯巧緒' 不滅な迎が據因で絕理をを頼されたときは、保驟期^^ 16 ^^誕の巧象がとなりを 

ず‘' ’み ‘ 

\ •»«な巧の她灑でお函りめ纔急は*贸'胃2^'«||^懸鑽接に^?«《猶留い。：： ■ 








4,機用請の蠻纖 



おず給縫しでからな义姨巧を巧つでくだでし 














m 


ss 巧源ブラヴ■コードの発熱-発义を賠ぐ.； 
ために…璋おもき, n 弦资 ipjc ';' ' ■ 

• 爾源は、腹す適巧配線された樂權1弼 V の； D ンたン h を锭'巧 
巧して < だぞい。 

«衝原〕ードは、潘ホでを鏡したり延擾コードの使宙•搪 '' 
1 ウ猶顏器與とのタコ定 配 緒をしない芒くださ€、 

* 常贤ブ '—5 ブの巧ぎ譲しは、愈すプラグを簿つで資つで< 

た:るい。 

• ほごりなどの巧麓がない力、、とさど善点橫-萄績巧しで 
くだ这い。 ’ . 






点义離®攀備と®認 


ミ盛涵れ橄磯認 


@醒台 ■ ミ蓝梦ン謂に、總漏れ‘ミあの fc 衆り帝ミ盛:煎にじみ 
が碰いか磯麗しでくだ設い。 . 




@ 喉源 
巧離觀體觀 
め谭源ツ'可ブ 










5J 靈用方法 



洩ずが' 1 
1. により多 i 
'の矛踩谢 
が出まず; 
Iり多めのI 
:ではお0, 
i 使巧しでI 


を巧は 

あり 

変做し 

ます 

が勝 

りま 

巽常で 

なあ 

媛がお 

ます 


〔蜀あをを 当まをを—スン码ををそりを里を にを J 

•逸油経路巧のお親たまり（エアでロック）により 

• 麗义畴に白煙が出たり、をが黄炎になったりリフトしたりなち消えることびあります。 
この 場會点义操巧を2 〜 3直! く:りかえしでぐだ笠しを巧:: 

雜おの辑や点火プラグ' 巧像知プラグのまわりがピンク毎になることびありまず。 

これは、耐熱遷料やほごりなどび燥けるたを巧翼萬で！まをりません。 

馨耐熱邏料などが焼けで煙と翼いが出まず。 .. 

窓をあけで部壓の換気をしでください。 












麵火た誦節はじしごみ夕 ーモ運輕 I キーを揮すこ 
とにぶつでルームサーモ （入）と[裙）の 2 つ 
のパタ---ンで 行えます。電源プラグをコンた 
ン H こ塞 し込んだときはル™~ムサー专〔入） 
となつ でい ます。 


も-が〜モ遠 i 



ヴ…••を ： iMte f 

〔入〕…證雜した溫度帮保つように圉動邏.転。（んームサ…モ運転ランプ綿え T ) 
( W ] …讚溫に！！係なく le 遮した火方で選穀 . 6 ; (娘…ムサーモ運範亏ンプ消巧);: 


Clj 蜀 -i 里 J 

圓設寇溫應（义力）を変要したいとぎは、表示 
顶撼キーを巧し徽恶澀麼/义力に台わせ 、 g 
をたは0を禪しで潘望の溫廬（义力）に合わ 
せでくださし、。 



r ) しームサ'—モ運輸} 〔入）の場ち 

广邏絕 /( 寧止 1 キを巧!したとぎ、設定遲厦は蘭图使用しでいたとぎの温度じたット苗れまず。 

f ホたットの爆澄、電源プラグをコンをントから按むたとぎや停電を溝通靈したとぎは、呂動'! 
I的に20でじたットされでいまず。 J 

訟定温應は12で〜30での範囲でたジトできまず。 


化ムサ'-モ運輯 K 伽の場を み^ 

riife / 爆止] ホ'’-を巧したとぎ、養定义力は蘭图瘦圈しでいたときの义力にヒ h パし'、‘ 

f 来たッ h の爆适 .. 霸源ブラグをコンたントから複いたと.きや障電義汚適靈した户卢し！ M か I 、 

U 翊こ: fISi こなットをれでいます。 

isiiL 欠力 tt * ホ/〜遷大お g までの.自段隱でをットできます。 


誦 




鹿‘ り向かみなく、菊燃焼でち暧をりすぎる場さ（気温の富いと寒、日あたりレか:い。:一かり 
し、いむ岛 i 嗟、密巧のよいお部麗）は、たットミ星寝よりを塞 S が上寶しまず， 

濟：ームリ--て t ンサーはスIブ園狙の温度を惑知しでいますので，お部屋が忍も n* ‘L "'v： - 
.、-し’よぃ C： とだあります。 

み' ン广店 f 各 Ijy ■'やすきま围があたっていたり、惟货光熱醫員の影麗を受けでいる爆〇1こ1ま' 

1|,…/‘十ナ ー- -斗~.了？ '/-け•■… が TF 礎 ( r * 從勸} i ず十争 Aj . 

ゆ巧がタスが7.□の: r アーフィみ夕一や、エア…フィみ夕一巧側めスポンジびごみやほこりで目—ブ 
す':,巧るとルームサ…モ区ン巧…が正魔にを動しまさん。 



ェ爆出荷時!こ燃焼げ態を調節しであります。 



醫があるいは、'..痛ん後の巧端 
C かし鍵媛い炎カリ壓じつでい 

る''' ■ 



冀色いおが運続しでを周に出 
でいる': 

[壬—戸ラィ ) U ^— あ邑ッをり.'.']' 



灣いおびパ--ナよウ雛れ、今 
にちな巧消を'しを^で'ある 

い南夕〜ノクじかか入コた1 



■[] 1 輸 / i 寧!]: J キ -- を巧しでください。 

〔運輕ランブび消のし、同時に？肖义します。] 

•消火をは本体巧部び;を却ずるまでを風を継続します。 

壽消义操がをは、义が消えでいることを歷かめで ぐ ださい 

«繫葱時な巧|こ、ストーブにない衝擊をあたえ j ■こり/電源プラグを齡、での消义はしないで<だ挥し、 

.,'!、、 、注ぶ摄期間留巧にずるときは、化すち源プラグをコンじントから巧い巧をださい 

；、ぃんを义聲苗 と寒 をま福") 

皆. る慧义喜が多を大きくなります。 

ぉ ‘ 'か k をくりかえずと、費いの屬菌だをりまず。 















i 夺-…帮禪しでください。 
この操作!まい弓まお/ U 。） 


運!を 


〇壺の濕度 
穀惠〇 溜 度/火妇 
0タイマ— 


〔無イ離轉闊^ンプが撫符し衆ず'占::}: 


を示 


麵瞬關をたットしでいない場淺は、15時簡恆哲 
I 力的になツト—盛れでいまず。 


3. r タイマ--禽せ）キ ’一 を巧しで点义したい希望 
の瞬闕徽じ禽わせでくだをい。 - 


〇讚!巧遜臘 
設定〇湿觀/‘純 
0タイマ… 


り索たは [) を押ずと30分摩位でタイマー設 
を時欄びたットされます。 

[例えば、觸裡瞬刻を稷.の10時とし、型窺の6時孤せ 
じ调义ずる纖窗は8畴閣孤分湊にさねせる。） 




禱 













纖、イ； ’— 〕 T — をがしたあとでち r タイマーさせ1 キーを巧せば点义し:':-;ふツん 
. ’んソ；をえるこことができます。 

趨リ r グ -- たット後は、デジタル表示部に点义するまでの残り時間'、3がバぃ’：, 
表示逆れまず。 


, n ひをた時闘数び経過ずると、自動的に遷転を開始し 
まず。 


タイマ 




■蟹巧温度が'巧い揚含は、タイマー設定時園よ0を5〜15巧單く自動的に運転原 M 
始します。 


6。安をにご使雨いただくため、点义を1時闇で白動ミ肖义し、アラ"■-ムと OF 畿示の 
点巧でお知らせしまず。（タイマ…ランプは扇な） 




旨劃おが 

巧&遭飯 

嚇 々イマ… 




I G 戸飞 く撫’符) 
繼タイで…… 

( 0 が)）でう--'ム 

I __ 


麵つづけで獲総したいとぎは、再度扁义操巧をしでください, 


(''タ イマー 邏おの解除つ 

麵タイマー運起を解除したいときは、 （運お/厚止） キーを押しでください。 

〔タイ' 7-1 -邏髓うンプげ消なしをず。） 

r ……— タイマ""使觸 Jr — 巧を觀 .. . .. .. 一 - — 一-一- 一 

\ ^ ぃ P ヴをコンじ;ントから鹽いたときや臀電蠻萬續電したとき;'ま、タイター羯斬 i はし述:がん。 

i が品黄、码む、’’卜しでたさい。 

•巧が時など、窓巧かに燃焼を開始するよラなタイマ—たットは、しないでくださし 
1 7' で,、 L 社いで巧び発$ずるおそれかありまず t _ 


誦 











ZJJXXh -- ブに&なのよラなるを襄靈びでいでいます。 

すべ; r のお全 装置は、巽淆び取り除かれでち再廈点义操ををしなけれ K 邏 i 5 i < fc： 

藻家です。 


装霞 1 ' 顔‘''図 

^み^'^ • 薄い地震や撮動、^靈擊を受けた 

ぶ r 麗宮動消义装壓！ £51 

ここパ ！ 

. ■ - 1 

經置巧を 

® 灌證によって作！]し/:〜離稱は 
11110題燃物、本体の模 f ; お 
滿のあふれなど麗離かむい7と 
帶離1 覆した體、点乂操帶種-しで 
<だ益い。 

(作齡後は:轉動のにお;ット迸れ涨す'。） 

不発を燃謙比装置 

»部麗觸鑽霸不遙のと患 
•エでークィん夕…の圍ブまり 
による織鏡馬璧気不足のと寒 

E y . ちが.'.'.:''...:;'...; 

* 部麗の換歲设ムでか? J . 喊义操作 
をしでくださ"い。 

* 口一.つ ィルターを觸陈しでか 

6な义繰作をしで < だをい。 

.1 時閥に1〜2◎極邀拟麵 
巧袭幾挺游讓资窝灘戀窝類1旨ま鎮 

漁火 我を渡置 

' 

; '' 

燃焼制御装 s 

•点火 S スをしたと寒 
•興瓣燃臟をした;と毁 

國•國•國 

• 固瓣の顧概-聲入机 （21 〜23ぺ 
- vmm ) 殺し Z かを漁火操作. 
なしで.< だ镇.し、。 

* なお-お興常が燕器 Jt 織は .、‘纖 
し、萊めの贩 m 腺眩'1ご槐 m ' 《.'燃巧 
い。 

傅夕おを装疆 

• 

® 禪霉したと建 

•電源プラグが攘けたと葬 

»離電'瓣、滿乂操作題;しでくだ茲 
い。 

«踞源ブ^ヴ燕 n 满しでく概谋い。 















iSIt - 消义纔スト…ブぴ十分淆文でから、必す電源プ^ 

撥 Lvre つ!：<ださい。^ 



…ブとストーブ周園の点検 (课闲こ 



Zt ： J そ造1スト…ブ廣園は、:養に整蓮 ' 清掃し、競えやすいちのを靈かないでくだ逆い。 

^が3にかのたまりびないか、ミ由タンクは涵漏れや油倒ごじみがないか' と'患どき点検しでくだぞ 
し^。 

をた給油の隙にこぼれた巧巧は、必すふき取つでください。 

3.ほこりやちれあぞの'苯まにしでおきまずと、ミ由びしみたりしで危険でず。 

スト--ブは，いつを溝潔にしでお使いください。 


• 泌漏れのある磯爸は、ぉ廣いぶめの娘売巧に修理を按賴しでくだまい。 


油タンク 



1.碰夕>ク.|こ水がた敢感.と、？未檢巧計に慶涅い聚ホが出'' 
で水のた津ひを知!もせ苯ず。 

mm 


«総挪縣に溺裕しで<だ沒化 

2. 爾短の級示が出始めたら、給油□ふたと給巧□フイル 
夕 -- 帶取りはザし、巧麗巧スボイトで'庙タンクの底に 
たをつたがを祕薄取つでくだをい。 

3. 総；'曲□ツイルが..一をあとどおりじたット 
し給油□ふたを闕めでください。 

の訊たな曲まがぶ送が： 


か檢總計 


敏避 

給滯□ふ?ご 




給猫 a,.... 
7ィルジ- 




•油)タンクの? K 巧壁をしないで读巧しでいると、気化圈 
I こかが吸い这-浅れ、ミ肖义しで巧検巧装*がはたらき、 
スト…ブは簡動的に禪止します。 


ごのようなとをは、巧のようにしでください。 

1. 涵タンクにたまった水を上記ま願にしただつで«き嚴つでください。 

2. <稱义）の顆じしたがって点灾操作をしで<ださい。 


'■■.•ホを:、んユな乂は、な;由経路巧に . A り0.んた水の'ため、けすでな巧ん’しませみ。 ， ■ / 

'謀*辟'、鑑爲鐵じちど。ホす， 











IS 遮 □：? ィ暴烫"™ tt ときどき点後し，，透れで.. 
い fcb 遽黎ン " i ? から®りおし、中のごみや度 
乙〇齋! IS - b でか6、きれいな巧蕴登誘って 

<嫁'違い。 

•がで みつでは いけませんが;‘没:ぉ媒，.，.'.が:.:互;:苗吾:',ち i 議 



了ム浑袋 


をれいなの迪 




么述獄 j 燃燃涩澀お入□めエア…つイルタ*^や、エアーつイルタ~巧側のスポンジがごみやほこ 


りで呂ヴ获りずると、驟常燃焼のおそれ力すあ0まず。 


ケ"スち側画部にあるエアーフずルタ…をを前に引き巧いで、婦陈機忍はブラシな 
どで、きれいにごみやほこりを取り隙いでください。 

が满いを閱能でず。よく水をふき取つでください。巧側のスポンジを煎りおしで、 
陆こりをたた澤纔としでくだをい。，:. .. 

画お出；端揉じお咖域::^^^^^^:; 


縫製:1場やが續1.爆などでの傑用は、湧 B 点検，掃除をしで < ださい。 






て々,,，ホじぶ嫉をゆすり、巧屢国動消义装靈びが勤しで溝义す Sir 髓緣感 T < 12藻 
聲.'み•伯’お时し—巧資’自勤消化裝靈を作動させで習ぶする召とはしないで < ださい。 

雖 な v 呂轴消火装置をか竊しないでください。 



媛觸關ご德阐になり索ずと、機器の点検が'必蟹でず。 

® 2 がし… 1 ◎程魔' シーズン総 3 後などにお貿い求めの販爾店及は' 憾磯.麗備'盤:.：'拭髓）回孤恐池燃燃 
機器保守協潑打巨し. 03-3499-2928) で巧ラ按備管理講磐含修3萬（巧油機器校術鹽理尤)なだ〕の 
いる店など(こ点檢巧頼されることをおずずめ i じます。 



‘‘ f 。•’ ，’ぶ’た則款鐘顚ではありまな A /。 

中獲慾賴进れる請じをラ" Hi お薩かめくたさい。 


-原 象 

: m 囑 

織: 

謙 

i 観めで使構ずると裁.煙胥囊い苗をで 

.1 .を。. : ... 

B 熱謹#掌戶揉こ靜’燒け器ためでず。 

: iibtt ら势麗奪開けで換気齋しでくだ茲い。 

辄めで使用ず教と贵を、.シー■スン類’ 
だ)の视使厢轉(こ1圈で着火しない;。 

:送油経瘍の空気たまりなどにより、1口で猜乂 
しないことがあります。 

2~3◎点义操巧をくりかえしでくだ - さい。 

。做;': 

巧'苗: み:: そ': 

すぐに網义しない。 

垣鄉方スおち或のた城予熱瞒固び 90-110® 必 
靈でず P,, 

m 


(ず熱藉-闇は證溫により燕冰^変化し銀部。） 

り, 

入 

脯乂時や洞义時に白總や緊いびおる。 t 

な义時や;''肖乂時の邀みの百觸や § いは熟常で.战 
ありません。 

崎 

を窓敎楚を!鶏 

燃焼圈始轉や消乂後に1‘ピず-ピチ r 
とい 〇 離びずを。 

器農滞体が織により臟張、収縮哪薇た城で'—鄙‘。 

嫩 

端 

焼 

瞬 

点火：/^グ' 炎検巧器びホくなる。 

獲に熱せられ巧熱するためでず。 

鞭が娜 S& に輝く。 

で記のような ii 薇炎が#繼©に11くことが鞭り 
まずが冀常でおり葬お:/V。 

* 海摩.度近い繼斯など S 気巧に通が職:礙.い扇薇’ 
•窒気串に强こ〇や水分が燕い場藏 
« S 轟髓觸湿器を使用しでい薇 if. 避 


















巧.--、翼 ’S の懸いとき はで記の早見表にをとブいで点湊し、処 S じ-:て、 • 3(^ 

费 l \\ 11 因のほっ 透りしないとぎは、お養い巧めの嚴売屋に 連絡しで<だ賓い。 


—早晃表 


\ 現 象 

、"'''、'一'.. 

\ 

願 因 '\、 

'-^1 

負 

屯 ミ' 

な 

攀 

白讓 

煙' 1 随 
が：巧 
出：議 
で 1 巧 
ず i が 
: 早！ 
让 ' う 
棄 麵 
る;. 

防' 句 

蠻圓 
萬 1 乂 

T 

讚 議 

* パ- 

す：る 
る 

処證方法 

電源：/-うご/がコン 12 ントに離し茲葬れで 
い蘇い 

« 


を古をお 

B 

コンじントに跑梁に越し化む 

階;《中'である 

ろ 


たで诗 
驗お妄 
■ 

通雷されな ct ごれつ 

'巧 》 圈 11) お乂' '娩*が惟' i ! した 

■ 


# 

麵 

禪点火.操作燕:謂—薇 
號定した:] 1 巧—だ tt 觸部•撒 

ミ泌ジンクし—:な漉がない i 0 

(総独 =5 ン:ブなの 


% 

Sii 

鱗 

給ミ盛’聲鑑 . 

油タンク C 水.が入つでいる ® 

@ i ’ 謹 

ホ 

毀癖 

P 

水帮槛いで、觸乂操禪: f 2 〜 ‘3 鹽]くりか 
_ぇす. _ _____ 

風の祗る爆巧で礫瓶し'でいる 

.な… 

读 


< ’ 

_ 風のあたらない磯所に移離す'を_ 

禪ご .0 の题い屬所で離用しでし、避 


し 二 


議 

棟こりのかない纖所に移廳'鄂'薇 

放電: 7' ‘實ツかわ火化か黑碟蘇い 
(g 巧う…フルの;減讚） 

% 

: ' 

1 
ご.--'なが 

販売店に躍絕し、修 @ しでを 63 ：；：：：：：：. 

燃焼随达風機のが幡 

:;# 


i か 

麵蔓 

販売店に遲絡し、巧液しでんらろ 

.王,—'ーソ 1 ルタ-の圈ヴま'り 





エアつイルタ-ゾ龙結げづ娩 

過靈ホ P 方 U 货靈が巧動した 

♦ 



販売店に：#絡し踐巧しで t レう 

賓'巧か迪诘れたな;あや..ポリ容器で 1 
を閣巧ち越したな浦など） 

み 

ミ:-'''';:'.'' i を 為 

參ホ 

:' 1 

廣翼のな® ( J 挖1漫口;由）と入れ滅义忍 7 
(廳売店に運総する） 

不駕全燃焼 P ち让装靈が'巧動した 


L N 障 

雜 i,;;f 

+ ■分觀氯がし，：1.で---ツイルタ…攝攝觀 
す赛 























10 •部品交換のしかた 


•I A'AM I 不羅をな修耀、調整は戀緩ですので、. as のを攫、禪みさかが ’'-’’;， r ’‘ 
»、£厕 IA 家鱗 0 販繫 IS 交揉、磨邏資犧塞〔(騒)曰黎坦灌燃墙かみ -‘ f V ’ l ,.; ‘ 

搜擁 f ® 讀講画 XX 修了壽 .. (稻'總機器黨禱驚囊 it ) 舊►と!)强い器觀! TD 撒 ! wCkiWt f > ' 

ぶぶ據:30貪纏麗 SS とご握をくだ鎌。 

•部品ご入謂の觀 I こ《、：ず « s ® 讓讀売題霄驗聲—コ日ず籠運潑離とご驢定<だ逆い。 

麵弧部離獻對の部離體ご:使麗に强?)薰すと、謹籠が卡分!こ発攤をれない»献り：&\丽興帮 «Sb 
た:弓思 D 髓擊離微 HB に®： 0衆ず。 


11•保營馆筆綱しない場合) 


おしまいじな5と到ま、日常の点検.爭みれの項を戀照し、巧の靈纖で佩®し’で.くだ 
逆い。 

L 靈歷プ贵グ潑3ンじントから綴いでくだ送い。 

2•エ: F ~ ツィ j レタ-"の錄こり、簿れを取り隧いでくだ懲い。 

(22 ベ---ジ變照） 

3•滅タンク徽紋細をずべで纔き嚴り、総滿□フィ备夕一を藻約い 
な0纖で鷄っでください。中にがが脊ごみが残った衆聚 C 磯っ 
でい衆薄と、»タンクび薩戀ずる願圈にな〇聚識。 

(21 - 22ぺ-"ジ毅照） 

4.ス h - ブ徽ご游や縁こりを鑛臟纖などで驟り歐いでくだをい。 

氏/黨慕扉か»、鑛った*で覆れ覆藤とで歎ら、 竊み mbZ 
くだをい。 

1.掌11誦《據’薇觀顯■©で、籍簾した纖離に家寧 C 鐵繁 bC く产 ' 

^;\づ.‘:ろ擬 ipitt 箱しないとぎ交矮お醫す覆を塞な.必をな潘巧據いでぐな券いい‘^ 

":， . ぶ泡し化が懸では絶巧に巧獲しなレでください。 

:‘乂'.''ぶホ巧崩嘴りまず。 ‘ ぶ/;';'。 

' - -—.！ち太®に保靈しでくだ慈い。 
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13 •アフターサービス 


巧邱 b ぃ： A : 

•品微コ曰ず趙雜ぶ卜-〜ブに註保証肅敎‘ついでい素ず。 r お醫い！:げ固-顯売店碟 j ® だ微記入攫 
B « か■靡のうえ.，販売店から惹 S けと0.にな-巧-、大觀こ籠管しでぐだ赏い。 

攀がり^^日^ホお羅い上-げいただい fc：a 转ら1年闇です。 

ち . ‘、う4-^窠菌によ•器披曠義よ試擊®につ壺薰しで强、深謙質霸象に®り燕おんで0述 sbrx 
，一、い。 

V掌齊訂涵ク不純なミ曲など、また哲ミ留撲兴货燃料使用によ蓄故 P 奪や擊故。 

。'。巽った使巧方法 i こよ截故峰や擊故。 


筆麵を依麵遂れるとき 

雜本蠢の f'S 如藻■興常の見分けちと処:麗ち法 J 巧4 '25 ベージ参照）の頂にがつで調べであ殿:< な 
6ないと.激は、 S 源プラヴを巧いでお翼い巧めの》売店または、お近くのコ曰ナ淑潑嫌战循験癒 
□ I ごご*縮 < だ沒'い。 

•保 §i 期閥かであれば保巧塞の規をに従って無料慘理させでいただ蜜嗦ず。 

賴保証期間が過ぎているとをは7:紫 ■補修巧性能部晶の嚴抵おを期間 

参お圈い巧めのお巧店にご巧巧<だ巧を i 片 参5巧ストーブの巧该巧巧お轴思（お潘 

修理じよっで使巧できる製贵にごんがザ； を維持ずるために化巧が部結:’の?度な 

はお客樣のご愛望によ0有巧がなむた。巧 f: 二’；な育熙圃はお造むちの0を6¢です. 
しまず。 «この期觸は、逊窗をち巧のお現'ごぶる 

:,||;,|||,!’|:,:苗:||,||.:を 'ぶ- 1 ’ 巧ち赚鑛;紙みが撕 i 节歎お I 八;;!;与!：,辛;を;童?^^ 

雜觸逸瞬や邏搬時に.油タンク巧に巧;由び残ったままでずと、備獲や懸勵でIな迎びこ陳れ懲ごとがあ 
り滚すので、化’—が巧费取っでください。 

(_放熱器につい写.） 

放熱器は、燃燃中創こ离溫廣になりまずので隸により変あや劣化ずることがあり衆す。 
放熱器は消踩樹ですので、藝しく変お’篆化した爆をは点檢 ■ 交換をご巧賴くだ逆し、。 


14•排気筒の取がけ 


’巧八をい部麗でご蠻屬にな:る屬含!ま、排氮簡巧取弓付けをおず 3 が‘； 
‘ i をと試ま、尝額 i 定の r 排気簡じッ w (覇扇盡）^な- 1 〇^を龄則巧 1 ^ 
I f 今 .t r 雜霸«たット J 顔®哲觀體靈奪 d ： ぐお読怒になつでくだ斑い。 









